自由5 霊長類の乳歯列と永久歯列の歯間空隙(III 共同利用研究 2.研究成果) by 今村, 基尊 et al.
Title自由5 霊長類の乳歯列と永久歯列の歯間空隙(III 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)今村, 基尊; 石黒, 裕茂; 小野, 俊朗









































































松本敏秀･中田 稔 (九大 ･f対)
唆台機能と密接な関連をもつ顎関節と歯の形態
を三次元的に解析し,両者の関係を明らかにする
ことを目的として本研究を開始した｡
平成元年度の予備調盃をふまえ,研究対象は資
料数の豊富なMffの乾燥頭丑に限定した｡資料
数は.堆8匹,雌7匹の計15匹である｡このうち
生育歴が明らかで.死亡時の年齢が確かなものは
2匹であった｡
これらの乾燥頭丑から,下顎頭と下顎歯列の印
象を同時に採得するため,次の工夫を行った｡
まず歯科用パラタルバーを用いて底辺 7cm,
斜辺8cm の二等辺三角形のフレームを作製した｡
これに直径1mm,長さ7mmの金属線の突起を
8カ所に組著した｡
左右の下顎頭と下顎歯列の計3カ所に,印象材
を流し.1次印象が硬化する前に前述のフレーム
を押しつけた.印象材硬化後いったんフレー ムを
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